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教
主
さ
ま
お
作
　
灰
釉
茶
盌
「
月
山
不
二
」　

【
本
宮
山
八
方
土+

竜
宮
神
社
水
、
月
山
不
二
松
釉
】

そ
れ
ぞ
れ
を
皆みな
そ
の
ま
ま
に
う
け
容い
る
る

　
　
　
　
　
　
　
広ひ
ろ

き
心
こ
こ
ろ

を
神か
み

と
い
ふ
な
り

【 

尊
師
　
出
口
日
出
麿 

】
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東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
長
　
橋 

本 

伸 

作

一
粒
万
倍
の
活
躍
を
！

　

日
本
で
は
、
昔
か
ら
正
月
に
門か
ど
ま
つ松
を
立
て
、
雑
煮
を
食
べ
た
り
、
節
分
に

は
煎い

り
豆
を
ま
き
、
３
月
に
は
菱ひ
し
も
ち餅
を
飾
り
、
５
月
に
は
菖し
ょ
う
ぶ蒲
の
ち
ま
き
、

７
月
の
素そ
う
め
ん麺
、
９
月
の
菊
水
、
等
々
、
節
句
の
慶
祝
行
事
が
あ
り
ま
す
が
、

大
本
で
は
、そ
れ
ら
を「
調ち
ょ
う
ふ
く伏
の
行
事
」と
言
っ
て
行
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、

国こ
く

祖そ

・
国く
に
と
こ
た
ち
の
み
こ
と

常
立
尊
さ
ま
を
押
し
込
め
る
た
め
の
儀
式
だ
か
ら
で
す
。

　

遠
い
神
代
の
昔
、
こ
の
世
の
主し
ゅ
さ
い
し
ん

宰
神
で
あ
っ
た
国
常
立
尊
さ
ま
は
、
至
厳

至
直
、
善
一
筋
の
厳
格
な
神
さ
ま
で
あ
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
方
針
や
厳
格

さ
に
反
発
す
る
八や
ほ
よ
ろ
ず

百
万
の
神
々
に
よ
っ
て
鬼き

門も
ん

の
方
角
（
艮
う
し
と
ら）
に
押
し
込
め

ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
節
分
の
夜
の
こ
と
。
悪
神
た
ち
は
「
鬼
は
外
、福
は
内
」

と
言
っ
て
煎
り
豆
を
ま
き
ま
し
た
。
こ
の
「
鬼
」
と
は
国
常
立
尊
さ
ま
の
こ

と
で
、
煎
り
豆
に
花
が
咲
い
た
ら
出
て
き
て
良
い
と
い
う
意
味
で
す
が
、
煎

り
豆
に
花
な
ど
咲
き
ま
せ
ん
か
ら
、
二
度
と
現
れ
な
い
よ
う
に
と
い
う
暗
示

で
す
。
ま
た
、
門
松
は
国
常
立
尊
さ
ま
の
墓
標
。
雑
煮
は
国
常
立
尊
さ
ま
の

臓
物
煮
。
端
午
の
ち
ま
き
は
国
常
立
尊
さ
ま
の
鬢び
ん
ぱ
つ髪
な
ど
、
そ
れ
ら
は
国
常

立
尊
さ
ま
を
押
し
込
め
る
儀
式
で
あ
る
と
、
大
本
で
は
教
え
て
い
ま
す
。

　

時
節
到
来
し
て
、
明
治
二
十
五
年
の
同
じ
節
分
の
夜
、
国
常
立
尊
さ
ま
は
、

「
時
節
さ
へ
来
れ
ば
、
煎
り
豆
に
も
花
が
咲
く
ぞ
よ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
再

び
こ
の
世
の
主
宰
神
と
し
て
お
出
ま
し
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
大
本

の
節
分
の
豆
ま
き
は
、
国
祖
ご
再
現
の
お
祝
い
と
し
て
「
鬼
は
内
、
福
は
内
」

と
宣の

り
直
し
、〝
一い
ち
り
ゅ
う
ま
ん
ば
い

粒
万
倍
〟
に
と
い
う
祈
り
を
込
め
て
生な
ま
ま
め豆
を
ま
き
ま
す
。

　

今
年
の
２
月
３
日
は
、
国
祖
ご
再
現
１
３
１
年
目
の
節
分
を
迎
え
ま
す
。

　

人
は
皆
、
一
人
ひ
と
り
が
〝
神
の
子
、
神
の
宮
〟
で
あ
り
、
尊
い
主す

神し
ん

の

ご
分ぶ
ん
れ
い霊
を
頂
い
た
〝
一ひ
と
つ
ぶ粒
の
種
〟
だ
と
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
年
も
報
恩
感
謝
の
心
を
忘
れ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
一ひ
と
つ
ぶ粒
の
種
と
な
っ
て
、

一い
ち
り
ゅ
う
ま
ん
ば
い

粒
万
倍
の
活
躍
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

日ひ

の
本も

と

の
国く

に

に
生う

ま

れ
し
神か

み

の
子こ

よ 

よ
き
種た

ね

を
ま
け
野の

に
も
山や

ま

に
も

（
二
代
教
主
さ
ま
お
歌
）

※
原
文
は
ひ
ら
が
な



  

３３
月    

東
光
苑
祭
典
・
行
事
予
定

		

３３
日
〜
日
〜
５５
日
（
金
〜

日
（
金
〜
日日
））

				



				




東
光
苑
大
道
場
修
行

東
光
苑
大
道
場
修
行

		

1212
日
（
日
（
日日
）
午
前

）
午
前
1010
時時
3030
分
〜
分
〜

東
光
苑
月
次
祭

東
光
苑
月
次
祭

交
通
安
全
祈
願
祭
・
春
季
合
同
慰
霊
祭

交
通
安
全
祈
願
祭
・
春
季
合
同
慰
霊
祭

		

1818
日
〜
日
〜
2020
日
（
土
〜
月
）

日
（
土
〜
月
）

東
光
苑
春
季
祭
式
講
習
会

東
光
苑
春
季
祭
式
講
習
会

2525
日
（
土
）

日
（
土
）  

午
後
７
時
〜

午
後
７
時
〜

		

東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
（
配
信
）

東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
（
配
信
）

		

　
講
題

　
講
題    

こ
の
は
な
ざ
く
ら
と
花
明
山
植
物
園

こ
の
は
な
ざ
く
ら
と
花
明
山
植
物
園

		

　
　
　

　
　
　
〜
新
種
発
見

〜
新
種
発
見
7070
年
に
思
う
〜

年
に
思
う
〜

		

　　
講
師
講
師    

澤
田
　
徹

澤
田
　
徹

　
　
　
　
　
　（
大
本
花
明
山
植
物
園

　
　
　
　
　
　（
大
本
花
明
山
植
物
園  

園
長
代
理
）

園
長
代
理
）

		

3131
日
（
金
）

日
（
金
）

二
代
教
主
毎
年
祭
・
東
光
苑
観
桜
茶
会

二
代
教
主
毎
年
祭
・
東
光
苑
観
桜
茶
会

東光苑オンライン講座東光苑オンライン講座
3⺼ 25日（土）19：00 〜

　講師：澤田　徹（大本花明山植物園 園長代理）

　大本の聖地である天恩郷（京都府亀
岡市）には花明山植物園があって、こ
のはなざくらという珍しい桜が生育し
ています。今回は、このはなざくらの
特徴や発見当時のこと、また花明山植
物園についてお話しさせて頂きます。

大本東京本部ホームページでご覧ください！大本東京本部ホームページでご覧ください！

このはなざくらとこのはなざくらと花花
かか

明明
めめ

山山
やまやま

植物園植物園
〜〜新種発見 70年に思う新種発見 70年に思う〜〜

　

１
月
東
光
苑
月
次
祭
・
成
人
式
式
典
は
１

月
８
日
午
前
10
時
30
分
か
ら
、
斎
主
・
加
藤

道
明
祭
務
課
長
の
も
と
執
行
さ
れ
１
７
０
人

が
参
拝
し
た
＝
写
真
左
上
。

　

祭
員
は
神
奈
川
主
会
が
、
伶
人
は
二
絃
の

会
関
東
支
部
、
大
本
神
諭
拝
読
を
志
村
寿
隆

東
京
主
会
長
が
、
東
光
庵
で
は
添
釜
が
開
か

れ
高
野
社
中
が
担
当
し
た
。

　

祭
典
後
、
橋
本
伸
作
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー

長
が
あ
い
さ
つ
、
引
き
続
き
成
人
式
式
典
で
、

新
成
人
の
堀
幹
矢
さ
ん
（
神
奈
川
主
会
）
が

紹
介
さ
れ
た
。
始
め
に
石
井
宣
江
直
心
会
関

東
教
区
連
合
会
常
任
委
員
か
ら
祝
辞
と
記
念

品
が
授
与
さ
れ
、
上
田
信
大
本
青
年
部
長
が

祝
辞
、
つ
い
で
堀
さ
ん
が
答
辞
を
述
べ
た
。

続
い
て
、大
本
金
剛
会
に
よ
る
祝
言
「
暁
山
雲
」

の
奉
納
。
そ
の
後
、
新
成
人
は
添
釜
に
入
席

し
た
＝
写
真
左
下
。
ま
た
、１
階
ロ
ビ
ー
で
は
、

み
づ
ほ
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
発
酵
堆
肥
よ
る
「
春
菊
」

（
亀
岡
産
）
が
販
売
さ
れ
、
好
評
だ
っ
た
。

 
東
光
苑
月
次
祭

　

成
人
式
典
を
執
行

東光苑 東光苑 春季祭式講習会春季祭式講習会
日　時日　時	３月 18 日（土）午前９時 30 分（受付）　
	 　〜 20 日（月）午後４時ごろ閉講予定
会　場会　場	大本東京本部・東光苑
内　容内　容	◯初級クラス　基本作法から月次祭ができるまで
	 ◯中級クラス　月次祭、大神鎮座祭、庭上祭など
	 ◯上級クラス　月次祭、庭上祭、招魂式、発葬
	 	 	　 式、五十日合祀祭まで
定　員定　員	各級 10 人（定員になり次第締め切り）
参加費参加費	１人 1,000 円　※食事・宿泊代は別途徴収
持ち物持ち物	笏、大本祭式の本、帯または紐（懐笏時に必要）、

筆記用具、動きやすい服装、足袋（あれば履く
方が動作が容易）、宿泊用品

	 ※宿泊は相部屋になります
	 ※笏は稽古用を貸与可能
申　込申　込	取得認定級、受講クラス、食事・宿泊を明記の上、

祭務課（担当・加藤）「春季祭式講習会」宛へお
申し込みください

メールメール	m-kato@oomoto.or.jp
締　切締　切	３月 12日（日）

３
年
ぶ
り
に
七
草
粥

　

東
光
苑
七
草
粥
行
事
は
１
月
７

日
午
前
10
時
30
分
か
ら
３
年
ぶ
り

に
行
わ
れ
、
１
３
１
名
が
入
席
。

和
服
姿
の
直
心
会
員
ら
に
よ
る
接

待
の
も
と
、
都
会
で
は
珍
し
い
七

草
の
香
り

を
温
か
い

お
粥
と
共

に
満
喫
し

た
。
ま
た
、

東
光
庵
で

は
、
高
野

社
中
に
よ

る
お
茶
席

が
設
け
ら

れ
た
。

日　程日　程		3 月３日（金）午前９時（受付）		 	3 月３日（金）午前９時（受付）		 	
　	　	      〜５日（ 〜５日（日日）正午ごろ）正午ごろ
会　場会　場	 大本東京本部・東光苑	 大本東京本部・東光苑
内　容内　容		 大道場修行初日の「大本の出現」〜４日目大道場修行初日の「大本の出現」〜４日目

の「大本の使命」まで（梅松苑での講座をの「大本の使命」まで（梅松苑での講座を
受講すると、全日程の修了となります）受講すると、全日程の修了となります）

参加費参加費		 4,500 円（宿泊・食費を含む）4,500 円（宿泊・食費を含む）
		 ※別途「修行のしおり」1,000 円（お持ち※別途「修行のしおり」1,000 円（お持ち
	 　でない方）	 　でない方）
定　員定　員		 20 人（定員に達し次第、締め切り）20人（定員に達し次第、締め切り）
		 ※分割での受講も可※分割での受講も可
	 ※宿泊は相部屋になります	 ※宿泊は相部屋になります
申　込申　込		 氏名・所属・食事・テキストの要否を明氏名・所属・食事・テキストの要否を明
	 記の上、下記までお申し込みください	 記の上、下記までお申し込みください
	 東京宣教センター愛善宣教課（担当・西山）	 東京宣教センター愛善宣教課（担当・西山）
	 Mail　k-nishiyama@oomoto.or.jp	 Mail　k-nishiyama@oomoto.or.jp
	 Tel 03-3821-3701	 Tel 03-3821-3701
	 Fax 03-3821-5283	 Fax 03-3821-5283
締　切締　切		 ２月 24日（金）２月 24日（金）

東光苑東光苑  大道場修行大道場修行


